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＜指導例＞ 

＜家庭との連携＞ 
・進級、入園による喜びや不安を受け止め、園の様子を伝えるとともに家庭での様子を聞き、幼児
も保護者も安心して園生活を楽しむことができるようにする。

・幼児が自分で身の回りのことができるように、扱いやすい所持品の用意を具体的に依頼する。

＜援助のポイント＞ 

・進級児は徐々に新しい環境に慣れて２歳児までの生活を引き継いでいけるように、新入児は自分の
居場所を見付けて安定できるように、経験や生活の流れの違いを考慮して接していく。

・保育者は、温かい態度で一人一人に接しながら、子供が生活に慣れていけるように、手を添えた
り繰り返し知らせたりして、個人差に配慮した援助を行うようにする。

・生活の流れを具体的に知らせて、安心して過ごせるようにする。
・進級児の不安や甘えを受け止め、一人一人が安心して過ごせるようにする。並行して、進級児が

新入児に持ち物の場所を教える機会をつくるなど、できることを生かしながら遊びや生活の中で
力を出すことで、進級した喜びにつなげていく。

ねらい 

・保育者とのかかわりを基盤にして新しい環境に慣れ、気に入った場や遊具で遊ぼう

とする。
・保育者の愛情を感じ取り、安心して生活する。

・身の回りのことや自分でできそうなことを、保育者と一緒に行いながら園での生活

の仕方を知る。 

進級児 新入児 

学

び

の

芽

生

え 

思考 

・新しい保育室での遊びや遊具に興味をも
ち、自分の気に入った場や遊具で繰り返
し遊ぶ。

・飼育動物や栽培している植物など、身近
な自然に触れて楽しむ。

・家庭で経験したことのある遊具で好き
な遊びを楽しむ。

・飼育動物や栽培している植物など、身
近な自然に触れる。

言葉 

・挨拶や「入れて」「貸して」などの遊びに
必要な簡単な言葉が分かり、使ってみる。

・楽しかったことを保育者に言葉で伝えよ
うとしたり、困ったことや分からないこ
とを、表情や動きに表したりする。

・保育者や入園前から知っている友達と
挨拶をする。

・保育者にやりたいことを伝えようとする。
・保育者の声掛けに答えようとする。

創造 

・みんなと一緒に歌ったり、手遊びやリズ
ム遊びをしたりすることを楽しむ。

・身の回りにある物や遊具にかかわり、見
立てたり、つもりになったりして遊ぶ。

・保育者が行う手遊びや歌、リズム遊びを
喜び、まねをして一緒にしようとする。

・身近にある遊具を使って見立てたりま
まごとをしたりする。

協同 

・２歳児からの気の合う友達と一緒に遊
ぶ。

・誕生会や子供の日の集いなどの集会に参
加して、楽しむ。

・保育者や友達と一緒に過ごす。
・誕生会や子供の日の集いなどの集会が

あることを知り、保育者と一緒に参加
する。

信頼 
・保育者との触れ合いを通して、安心して
生活や遊びを楽しむ。

・保育者との触れ合いを通して、安心し
て生活や遊びを楽しむ。

規範 
・みんなで過ごすために必要な知っている
約束を守ろうとする。

・みんなで過ごすために必要な約束を知
る。

生
活
習
慣 
・ 
運
動 

基本的な

生活習慣 

・３歳児の１日の生活の流れを知る。
・所持品の始末や身支度の仕方、トイレの
使い方を知り、自分で行おうとする。

・生活の仕方や１日の流れを知る。
・所持品の始末や身支度を保育者と一緒

に行ったり、保育者の声掛けでトイレ
に行ったりする。

運動 
・２歳児のときに経験した追いかけっこや

固定遊具で、体を動かして遊ぶことを楽
しむ。 

・保育者と一緒に戸外で遊ぶことを楽し
む。 

３歳児 Ⅰ期（４月～５月） 

生活の仕方を知って、やってみよう 
 トイレの使い方やロッカーの使い方、荷物の置き方
などを絵に描いて表示したり、手作りの紙芝居を作っ
て見せたりして、保育者と一緒に繰り返し行う。 

◇ 好きな遊具で遊ぼう 

集団の中で安心して過ごせるようにする。
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          ３歳児 ４月 

  

◆ 家庭で使い慣れている遊具、扱いやすい遊具を十分に用意し、すぐに遊びたくなるように遊びの

途中の状況をつくっておく。（電車と線路、車、ブロック、ウレタン積木、ままごと道具など）

◆ 新入児も進級児も新しい環境に慣れて親しみがもてるよう、家庭的な雰囲気を感じられるように

する。

◆ 新しい環境に慣れ、自分から物にかかわって遊ぶ楽しさや安心感がもてるようにする
家庭で親しんでいる遊具や好きな遊具で、誰もが自分のやり方で遊べる場と時間を確保する。「楽

しかった」「また遊びたい」と思えるように、保育者も一緒に遊びながら気持ちを支える。 
◆ 幼児が楽しんでいることを言葉にしたり保育者も同じように動いたりする 

不安な子供の気持ちに寄り添い、子供のありのままの姿を受け止める。保育者が温かく見守って
いることや受け止めていることを感じ取れるように、子供と同じ動きをしたり楽しんでいることを
言葉にして認めたりする。 

◆ 進級児、新入児の喜びや戸惑いを受け止める 
 常にゆったりと温かい雰囲気をつくり、スキンシップを多くしたり、一人一人の言葉や動きを受

け止めたりして、保育者との信頼関係を基盤に安心して過ごせるようにする。

集団の中で安心して過ごせるようにする

★自分から興味のあ

るものに取り組む。 

●友達がしているこ

とを見る。

▲物を動かしたり、

室内外で動いたり

する。

★学びの芽生え ●人とのかかわり ▲健康・体力 

★自分なりのやり方

で遊ぶ。

●保育者と一緒に遊

ぶことを喜ぶ。

▲所持品の始末やト

イレの使い方など

生活の仕方を知る。

「好きな遊具で遊ぼう」

環境の構成 

子供の姿 

経験している内容

援助のポイント 

 進級児：今まで遊んでいた遊びを

繰り返したり、新しい遊具や興味の

ある場にかかわったりして遊んでい

る。

電車を車庫に留めていることをイ

メージして、きれいに並べることを

楽しんだり、登園すると必ずお気に

入りのスカートをはき、安心してま

まごとや踊りなどを楽しんだりする

など、一人一人が自分なりのやりた

いことをもって遊んでいる。

また、自分がしていることを保育

者に見てもらいたくて、「先生、見て」

と保育者を呼んだり、保育者がそばに

いてくれることを喜んだりする。

 新入児：ブロックや車など、家

庭でいつも遊んでいた遊具に安心

感をもち、それを手に取ることで

過ごしている。また、今まで遊ん

だことのない遊具に興味をもち、

次々と触れて過ごしている子供も

いる。

中には新しい環境に不安を感

じ、自分からは動き出せないが周

囲で友達が遊んでいる様子を見て

楽しんでいる子供もいる。保育者

が横にいればままごとなどをして

遊ぶが、保育者がその場を離れる

と保育者についてきて、遊びをや

めてしまう姿もある。

 少しずつ園生活

に慣れ、自分のマー

クや部屋、先生の顔

を覚え、安心して過

ごせるようになっ

ている。

保育者に慣れ、困

ったことや嫌なこ

とを泣いて表す、う

れしいことを表情

や動きで表すなど、

保育者に自分の気

持ちを伝えようと

している。
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ねらい 
・身の回りの環境や様々な活動に興味や関心をもち、かかわって遊ぼうとする。 
・同じ場にいる友達や一緒にいたい友達に親しみを感じ、かかわることを楽しむ。 
・身の回りのことや自分でできることを行おうとする。 

学

び

の

芽

生

え 

思考 
・自分のしたい遊びや、気に入った遊具や場を見付けて繰り返し遊ぶ。 
・飼育動物や園庭の虫や草花など、身近な自然に触れて楽しむ。 

言葉 

・保育者や友達と挨拶を交わしたり、思ったことを話したりする。 
・「入れて」「貸して」などの遊びに必要な言葉を使ったり、友達の言葉を聞いたり

する。 
・楽しかったことを保育者に言葉で伝えようとしたり、困ったことや分からないこ

とを、表情や動きに表したりする。 
・保育者と一緒に絵本や紙芝居を楽しむ。 

創造 

・身の回りにあるいろいろな素材にかかわり、感触を味わう、見立てる、作るなど
して遊ぶ。 

・ままごとやごっこ遊びを喜び、つもりになって楽しむ。 
・歌ったり、手遊びやリズム遊び、簡単な表現遊びをしたりすることを喜ぶ。 

人

と

の

か

か

わ

り 

協同 
・友達の動きをまねたり、同じように遊んだりすることを喜ぶ。 
・クラスの友達と一緒に動いたり、誕生会や季節行事などの集会に参加したりして、

楽しむ。 

信頼 

・生活や遊びの中で、自分の思いを動きや言葉で、保育者や友達に伝えようとする。
・友達とかかわって遊ぶ中で、保育者の仲介の下、相手に自分とは違う思いがある

ことを感じる。 
・砂や水などで遊び、開放感を味わう。 

規範 
・生活や友達とのかかわりの中で、よいことと悪いことに気付く。 
・みんなで過ごすために必要な約束や、簡単な遊びのルールが分かる。 

生
活
習
慣 
・ 
運
動 

基本的な 

生活習慣 

・１日の生活の仕方や流れが分かり、安心して生活する。 
・所持品の始末や身支度の仕方、トイレの使い方が分かり、自分でやろうとする。
・汚れたりぬれたりしたら気持ちが悪いと感じ、自分で着替えようとする。 
・食事の準備や片付けの仕方が分かり、できることを自分でやってみる。 

運動 
・戸外に出て遊ぶことを喜び、保育者と一緒に追いかけっこをしたり、気に入った

遊具で遊んだりして、体を動かすことを楽しむ。 
・みんなと一緒に体を動かす楽しさや、戸外で遊ぶ心地よさを感じる。 

＜援助のポイント＞ 

・友達への関心が出てくる時期なので、友達と一緒に動く楽しさが感じられるような活動を取り入

れていく。

・砂や泥、水などとかかわり、開放感を味わって遊ぶことで、自分の思いを十分に出せるようにし

ていく。

・９月は、長期休業明けで生活のリズムが年度初めの頃に戻ることが予想される。保育者とのかか

わりの中で個人差に配慮した援助を行い、園生活のリズムが取り戻せるようにする。

＜家庭との連携＞ 

・保護者が保育に参加する機会をつくり、体験を通して子供の姿を知ったり、保護者同士のかかわ

りを深めたりして、園の保育・教育に関心がもてるようにする。

・排便後の始末（トイレットペーパーの使い方や拭き方など）について具体的に知らせ、家庭と一

緒に進めていく。

３歳児 Ⅱ期（６月～９月上旬） 

＜指導例＞ 

◇ 泥んこの感触を楽しもう 

素材の感触や新しい遊び方に興味を

もってやってみる。 

プールごっこ 

 折りたたみプールの中に新聞紙を裂いて入れ、プ
ールの水に見立てる。準備体操をしてプールに入っ
たり、水かけっこをしたりしてプールに入っている
つもりで、開放感を味わいながら遊ぶ。 
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             ３歳児 ６月 

 

◆ 砂や水を使って伸び伸びと遊べるように身支度を整える。靴置き場や足洗い、着替えの場は、子

供が分かりやすいように設定しておく。

◆ 砂を扱いやすいように掘り起こしておく。また、子供が水を汲みやすい大きさのたらいに水を張

り、適宜補充する。

◆ 一人一人がゆったりと遊べるようにバケツやじょうろ、シャベルなど遊具の種類や数を十分に準

備しておく。

◆ 一人一人の感じ方を受け止めるとともに、感触の楽しさをつぶやいていく

砂や水、泥などに触れて感じることは、楽しさ、気持ち悪さなど一人一人異なる。保育者はまず

子供の感じたことを受け止め、子供と同じ言葉で返していく。また、水や泥んこで遊ぶ楽しさや感

触の面白さを簡単な言葉で表しながら楽しそうに遊ぶ姿を見せる。不快感や抵抗感の強い子供に

は、徐々に慣れるように機会をつくっていく。 

◆ 身支度の仕方や後始末の仕方を知らせ、自分でやろうとすることを促す 

 服の袖や裾の始末の仕方や着替えなどのやり方、遊んだ後の遊具の片付け方や足の洗い方などを

援助しながら繰り返し知らせていく。汚れてもきれいになると心地よいことや自分でできるうれし

さを受け止め、励ましていく。 

素材の感触や新しい遊び方に興味をもってやってみる

★サラサラ、べチャべチャ、

ドロドロ、冷たいなど様々

な感触を味わう。 

●同じ場にいる保育者や友

達と同じように遊ぶこと

を楽しむ。

▲しゃがんで遊ぶことや何

度も水を汲んで運ぶなど、

足腰をたくさん使う。

★学びの芽生え ●人とのかかわり ▲健康・体力 

★●手足を使って砂や水の

感触を味わったり、思わず

声を出したりして、開放感

を味わう。

●自分の感じたことや見立

てたことを保育者に話し、

応じてもらうことを喜ぶ。

★自分なりに見立てて遊ぶ。

「泥んこの感触を楽しもう」

環境の構成 

子供の姿 

経験している内容

援助のポイント 

 喜んで砂場に行き、自分

から水を運んだり砂と混ぜ

たりして、「どんどん混ぜ混

ぜ」と混ざる様子や泥んこ

の感触など、感じたことを

伸び伸びと表現する。冷た

さやベタベタの感触を喜ぶ

子供や、水たまりに入り声

を上げながら喜ぶ子供もい

る。

 「ペタペタだ」「こっちはベ

チャベチャ」など言葉で感じ

たことを表しながら遊んだ

り、「チョコレートみたい」「ク

リームみたい」と自分なりに

見立てて、ままごとのごちそ

うにして、カップに入れたり

する。「先生、クリームだよ」

「本当。ああ、おいしい」と

保育者とのかかわりを喜ぶ。

 Ｊ児は汚れることやベタ

ベタ、ベチャベチャなどの

感触が好きではなく、砂場

には入らない。保育者が「わ

あ、ペタペタ楽しい」と言

って遊ぶのをにこにこして

見ている。乾いた砂を「サ

ラサラー」と言ってＪ児の

手のひらに少し載せると、

「やだぁ」と笑って払う。
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ねらい 

・自分のやりたいことを見付けたり、夏の自然にかかわったりして、十分に遊びを楽しむ。

・いろいろな友達とのかかわりの中で、自分の思いを表して遊ぶ。 

・夏の生活の仕方が分かり、安定して過ごす。 

配 

慮 

点 

学

び

の

芽

生

え 

・色水や石けん遊び、シャボン玉など、夏ならではの遊びを繰り返し楽しめるようにする。

・保育者もモデルとなって一緒に遊びながら、色や泡の変化の面白さや、水を使って遊ぶ

楽しさを感じさせていく。また、子供が色や泡の変化に気付いたり、色の出る草花を発

見したりすることに共感し、興味や関心をもって考えたり試したりしながら、繰り返し

楽しめるようにする。 

・夏に実のなる植物を自分たちで世話をすることで、生長や収穫を楽しみにできるように

する。 

・カブトムシやザリガニなど手に持って触れることのできる生き物を飼育することを通し

て、生き物への親しみや、興味や関心をもてるようにする。 

・カブトムシやスズムシなど夏から初秋にかけて成虫になる昆虫を飼育して親しみ、変化

に気付いたり図鑑などで調べたりしながら、興味や関心、探究心をもてるようにしていく。

・年上の子供がしている遊びを見てまねたり、年下の子供に遊びを教えたりしながら、遊

びの経験を広げていけるように、互いの姿が見えるような場の工夫をする。 

・家庭や地域での経験を、遊びに取り入れて楽しめるようにする。 

人

と

の

か

か

わ

り 

・登園状況により、友達関係が変わったり、様々な保育者とかかわることが増えたりする

ため、子供一人一人の気持ちを受け止め、自分の思いを出しながら安定して過ごせるよ

うにする。 

・夏の時期にも、みんなで一緒に遊ぶ楽しさを感じることができるような活動を取り入れ

ていく。 

・一緒に生活する中で、様々な友達との自然な交流を見守るとともに、時には保育者が一

緒にかかわりながら、遊びのルールや考え方の調整をし、異年齢で遊ぶ楽しさを感じら

れるようにしていく。 

・異年齢の子供同士がかかわることを、今までとは違う相手へのかかわり方を学んだり、

年上の子供への憧れを育んだりする機会と捉えて援助する。 

生

活

習

慣 

・ 

運

動 

・毎朝の視診を丁寧に行い、健康面に留意する。 

・暑さのために体調を崩したり食欲が落ちたりするので、１日の生活の流れに余裕をもっ

て設定し、一人一人が安定できるようにゆっくりと過ごせる環境を整えていく。 

・午睡の時間を十分にとるなど、体を休めることができるような時間と場を工夫する。 

・室内外の温度差から体調を崩すことがあるので、室内の温度調整に配慮する。 

・こまめに水分補給をするように声を掛ける。 

・プール遊びや水遊びを取り入れ、戸外で体を動かす楽しさや、水の中で動く楽しさが感

じられるようにする。 

・光化学スモッグなどで戸外に出られない日もあるため、室内でも巧技台を使ってアスレ

チックをするなど、体を動かす楽しさを感じられるようにする。 

・栽培物を収穫したり食べたりすることを通して、食べ物に興味や関心をもち、友達と一

緒に食べる喜びを感じることができるようにする。 

＜異年齢児が一緒に生活する上での配慮点＞ 

・３歳児の状況に応じて、遊びの場を区切ったり、４・５歳児と別の保育室を生活の拠点にしたり

するなど、一人一人の遊びや生活のペースを大切にして過ごせるように配慮する。 

・同じ遊びや活動の中でも、３歳児、４歳児、５歳児それぞれに応じた必要な経験ができるように

援助する。保育者がどの子供にも適切に対応できるように、連絡を密に行う。 

３・４・５歳児 夏季保育（７月下旬～８月） 
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＜家庭との連携＞ 

・食欲が落ちたり暑さからの疲れが出たりしやすいので、十分に休息を取り、食事や睡眠のリズム

を整えてもらう。

・プールチェック表への記入を保護者に依頼し、子供の健康状態を把握して、安全にプール遊びが

できるようにする。

・夏にかかりやすい伝染病の症状や熱中症の予防や対応など、夏の健康な生活に必要な情報を伝え

る。

・夏季保育ならではの経験（夏の遊び、自然とのかかわり、友達関係の広がりなど）や、そこで見

られる子供のよさを具体的な姿を通して伝えていく。

＜活動例＞ 

〈プール遊び・水遊び〉ビニールプール、組み立て式や作り付けの大きなプール、小学校又は地

域施設のプールでの水遊び、水鉄砲、ペットボトルシャワー、浮き輪、

ビート板、色水、石けん遊び、シャボン玉、フィンガーペインティング

など

〈自然とのかかわり〉 カブトムシ、スズムシ、ザリガニなどの飼育、夏野菜の栽培や収穫、

セミの抜け殻探し、園で飼育しているウサギやモルモットなどの世話、

 夕立、入道雲、木陰の涼しさなど、夏ならではの自然現象の体験など

〈夏季保育中の行事〉 縁日ごっこ、夕涼み会など

〈その他〉      地域の施設利用（図書館、児童館など）

53

3

児
歳



ねらい 
・保育者や友達のしていることに興味をもち、自分から遊ぼうとする。 
・友達と一緒に遊ぶ中で約束やきまりがあることを知る。 
・伸び伸びと体を動かして遊ぶことを楽しむ。 

学

び

の

芽

生

え 

思考 
・自分のしたい遊びを繰り返しする。 
・砂や水を使って遊び、感触を楽しむ。 
・自然物（木の葉や木の実など）に興味や関心をもつ。 

言葉 

・経験したこと、感じたこと、思ったことなどを保育者に話そうとする。 
・生活の中で必要な言葉が分かり、使ってみる。 
・リズムのある言葉を喜んだり、一緒に言ったりする。 
・絵本や紙芝居を楽しみにする。 

創造 
・身近な素材を使って描いたり作ったりして、表現する楽しさを感じる。 
・自分で作った物を使って遊ぶ。 

人

と

の

か

か

わ

り 

協同 

・同じ場にいる友達や保育者にかかわって遊ぶ楽しさや、一緒にいる心地よさを感
じる。 

・友達や異年齢児の遊びに関心をもち、仲間に入ったり一緒に動いたりして楽しむ。
・園のいろいろな行事に参加して楽しさを感じる。 

信頼 

・自分のしたいことをしながら、安心して遊ぶ。 
・一緒にいたい友達ができ、自分からかかわっていく。 
・自分の思いを自分なりの方法で相手に伝えようとしたり、相手の思いを感じたり
する。 

規範 
・簡単なルールが分かり、みんなで一緒に遊ぶことを楽しむ。 
・自分の物、他の人の物、みんなの物の違いが分かる。 

生
活
習
慣 
・ 
運
動 

基本的な

生活習慣 
・手洗い、うがい、衣服の着脱、排せつなどの手順が分かり、自分でしようとする。
・保育者と一緒に自分の遊んだ遊具や用具、場を片付けようとする。 

運動 
・いろいろな遊具を使う、走る、跳ぶなど体を動かして遊ぶことを楽しむ。 
・保育者や友達と曲に合わせて体を動かしたり、動きをまねしたりする。 

＜指導例＞ 

◇ いろいろ色鬼、どんな色 

 保育者を中心に友達と一緒に動く楽しさ

を味わう。 

僕も私も○○マン 

お面を付けたり手に道具（ステッキなど）を持

ったりしながら、好きな曲に合わせ、なりきって

動いたり踊ったりして、表現を楽しむ。 

＜援助のポイント＞ 
・身の回りのことを自分からしようとする姿を見守り、認めたり褒めたりすることで自信をもたせ
ていく。

・運動遊びやリズム遊びを通して、保育者も子供と一緒に体を動かしながら、その楽しさを伝えて
いく。また、友達や保育者と一緒に遊ぶ楽しさを感じられるように、活動内容を一人一人の子供
の状態を見ながら工夫していく。

＜家庭との連携＞ 

・運動会などの取組や参加の仕方は個人差があることを伝え、その子なりの成長を感じてもらえる

ようにする。また、他学年の子供の様子も見てもらい、成長への期待や見通しをもって、３歳児

の成長の様子を理解してもらうようにする。

３歳児 Ⅲ期（９月中旬～１０月） 
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             ３歳児 ９月 

◆ 保育者とのつながりを基に、友達の中で動く楽しさを味わう 

一人一人のペースで色を探したり、体を動かす楽しさを十分に味わったりできるように、しばら

くは保育者が鬼になって合図や追いかけるタイミングを調整する。 

子供たちが十分に楽しめるようになったところで、フープの数を減らしたり置き方を変えたりし

て、より楽しさを味わえるようにする。 

◆ 体を動かす楽しさが感じられるようにする 

安全に走れる十分なスペースを確保し、その子供の動きに合わせて動いたり、楽しさを言葉に出

して伝えたりしながら、保育者も共に楽しむ。 

◆ リズムのある言葉を一緒に言う楽しさを共に味わう 

リズムのある言葉を使うことで、ゲームの展開が分かりやすくなる。また「いろいろ色鬼、どん

な色」と保育者も共に楽しみながら声を合わせ、ゲームの雰囲気をより楽しいものにしていく。

★学びの芽生え ●人とのかかわり ▲健康・体力 

●友達と一緒に動いたり、動き

をまねしたりすることを楽

しむ。

●保育者と一緒に遊ぶ

ことで、安心して自

分らしさを出して楽

しむ。

★●友達と一緒に言うことの

楽しさを感じたり、保育者と

簡単な言葉のやり取りを楽

しんだりする。

★▲鬼の動きを見なが

ら自分の動きを調節

する。

★指示された色を自分で探し、

繰り返し動くことを楽しむ。 
▲思い切り体を動かす

楽しさを感じる。

保育者を中心に友達と一緒に動く楽しさを味わう

◆ 言われた色のフープに入るという遊び方が分かるように、遊びながらゆっくり丁寧に伝えてい

く。また鬼の言った色を聞いて自分で見付けて動けるように、一人一人のペースを大事にする。

◆ 体を動かす楽しさを感じられるように、思い切り走れる空間を確保する。

◆ 誰もが入れて安心できるようにフープの数を多めに出したり、子供が自分で選べる色を配慮して

出したりする。慣れてきたらフープの数を減らすなど変化させていく。

「いろいろ色鬼、どんな色」

環境の構成 

子供の姿 

経験している内容

援助のポイント 

 子供と保育者で「いろいろ色鬼、どんな色」と声を合わせて言う。保育者が「黄色」と言うと、
歓声を上げて子供たちが走り出す。黄色いフープに入る子供、一生懸命にフープを探す子供など、
その子なりに動きながら繰り返し走る。慣れてくると近くにいる友達と手をつなぎ、早く同じフ
ープに入るのを楽しむ様子も見られる。
 「いろいろ色鬼…」という言葉を喜び、子供たちだけで友達と合わせて言おうとするようにな
る。「次はきっと赤だよ」と次の色を予想する姿もある。
また、わざとフープには入らずに、保育者の動きに自分の動きを合わせて、保育者に捕まえら

れることを楽しむ。保育者と一緒に走ることで、遊びに参加できるようになる子供もいる。
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ねらい 

・自分の好きな遊びをしたり、面白そうなことをしている友達とかかわったりしなが
ら、遊ぶ楽しさを感じる。 

・みんなと一緒に活動する中で、保育者や周りの友達の動きを見ながら、自分なりに
動く楽しさを感じる。 

・園生活に必要なことを感じ取りながら、自分でしようとする。 

学

び

の

芽

生

え 

思考 

・自分の好きな遊びを繰り返し楽しむ。 
・身近なものの色、形、多い、少ないなどの違いに気付く。 
・好きなものになりきったり見立てたりして遊ぶ中で、感じたり考えたりしながら自
分のイメージを表現して、楽しむ。 

・落ち葉や木の実、球根など自然物への関心をもち、気付いたり見立てて遊んだりする。

言葉 
・遊びやおしゃべりの中でやり取りを楽しみながら、生活に必要な言葉を増やしてい

く。 
・好きな絵本や紙芝居ができ、何度も読んでもらったり、見たりして楽しむ。 

創造 

・カスタネットや鈴、手作り楽器などで遊び、自由に鳴らしたり音色を楽しんだりす
る。 

・自分なりのイメージをもって、描くことや作ることを楽しむ。 
・絵本や紙芝居を見て、好きな言葉を言ったりなりきって表現したりする。 

人

と

の

か

か

わ

り 

協同 
・保育者や友達と同じ遊びや生活を楽しんでする。 
・友達と同じことがしたい、という気持ちが高まり、一緒に遊ぼうとする。 

信頼 

・自分の気持ちや困っていること、してほしいことなどを、保育者に自分なりの言葉
や方法で伝えようとする。 

・行事を通して異年齢の子供と触れ合い、楽しさを感じたり、年長児に対する憧れを
感じたりする。 

規範 
・保育者や友達と簡単なルールのある遊びを楽しむ。 
・遊びの中で遊具の安全な使い方や動きに気付く。 

基本的な

生活習慣 
・手洗いやうがいの大切さを知り、自分でしようとする。 
・箸の持ち方を知り、箸を使って食事をしようとする。 

運動 
・走る、踊る、鬼ごっこをするなどみんなと一緒に体を動かすことを楽しむ。 
・音楽に合わせたリズム遊びやボールを蹴る、ブランコに乗るなど、遊具を使った運

動遊びを楽しむ。 

＜援助のポイント＞ 

・自分のイメージや見立て、言葉や動き、造形遊びなどで伸び伸びと表現する喜びを大切にする。

・一緒にいたい友達とかかわれるようにコーナーや遊びの場の配置に留意し、自分なりに思いを言

葉や行動に表している姿を認め、安心して遊べるようにする。また、クラスの友達と一緒に活動

する楽しさを味わえるようにする。

＜家庭との連携＞ 

・園で楽しんでいる秋の自然にかかわる遊びや、散歩コースの紅葉や木の実を拾える場所などをク

ラスだよりや写真の掲示などで知らせ、家庭でも自然に親しむとともに、親子のかかわりを大切

にする。

３歳児 Ⅳ期（１１月～１２月） 

＜指導例＞ 

◇ 見て見て、葉っぱでお面を作ったよ

 秋の季節を感じたり、自然物にかか

わって遊んだりすることを楽しむ。 

サーキット遊びを楽しもう！ 
例）スタート→ごろごろ転がる→平均台渡り→トランポリン跳び→

はって棒渡り→タンバリンをねらってジャンプ→室内鉄棒→はし

ご登り、室内滑り台滑り（巧技台）→はじめに戻る 

保育者の動きを見ながら遊び方を知り、様々な動き
を個々に応じて楽しめるようにする。遊びながら安全
な遊び方や、順番なども経験できるようにする。 
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 ３歳児１１月 

                     

                               
 

                              
                       

  

◆ 季節の変化が感じられるように、保育者は会話の中で木の葉の色の変化などに気付かせたり、戸

外に誘ったりする。

◆ 子供が自由に自然物を見たり触れたりすることができるように、室内にドングリやマツボック

リ、落ち葉などを飾ったり、子供が持ってきたものを置く場所をつくったりする。

◆ 子供が様々な方法で自然にかかわることや、そこでの気付きを大切に受け止める 

保育者がすすんで自然物を遊びに取り入れたり楽しく遊んだりすることによって、子供の動きや

気付きを引き出していく。落ち葉を踏んでカシャカシャと音がすることや、上から落ち葉をひらひ

らとまくなど、体の様々な感覚を使い十分に自然物にかかわって遊ぶことの面白さや、感じたこと

を自由に表現する楽しさを感じられるようにする。 

◆ 秋の自然に触れる機会を多くもつ 

保育室内に秋の自然を感じられるような物を置く、子供を戸外に誘って十分に遊ぶ、自然物を遊

びに取り入れる、落ち葉が多い日は園庭をそのままにしておくなど、秋の自然に触れる機会を多く

もつ。 

秋の季節を感じたり、自然物にかかわって遊んだりすることを楽しむ

★木の葉の色の変化や、落

ち葉、風の冷たさに気付

く。

▲夢中になって見付けたり集め

たりし、しゃがむ、両手に抱

える、つまむなど様々な体の

動きをする。

★学びの芽生え ●人とのかかわり ▲健康・体力 

★大きさや量、形を比べた

り、数を数えたりする。

●保育者や友達に自分が見付け

た物を見せたり、たくさん集め

たことを伝えたりする。

★●友達や保育者と一緒に自然物の感触や音がするこ

とを楽しむ。

★様々に見立てたり、イメ

ージしたりして遊ぶ。

援助のポイント 

経験している内容

子供の姿 

環境の構成 

「見て見て、葉っぱでお面を作ったよ」

大きな落ち葉を拾った子供が、

傘に見立てて遊び始める。それを

見ていた周囲の子供も大きな葉

を探し「あっ、雨が降ってきたよ」

と、友達や保育者を誘い、大きな

落ち葉の傘をさして歩き、「雨の

日ごっこ」を楽しんでいる。 

 その後、同じ葉を魔法のステッ

キに見立て、「オオカミになぁれ」

と友達や保育者に魔法をかける。

かけられた子供が「ガオー」と言

いながら繰り返し遊ぶ。

保育者が大きな落ち葉

に穴を開けて顔に付け

「おばけ」と言うと、子

供たちは喜んで逃げる。

そこからおばけごっこが

始まる。途中でおばけに

なりたくなった子供は、

落ち葉を拾っておばけ役

に変身している。 

繰り返し追いかけっこ

を楽しむ。

落ち葉をかき分けながら「ド

ングリはどこかな」と長い時間

ドングリを探している。ドング

リを見付けると、「このドング

リ、帽子かぶってるんだよ」「こ

っちは大きいよ」「比べっこしよ

う」など、友達と拾ったドング

リの形や大きさを見せ合った

り、数えたりする。 

 集めたドングリは、空き容器

に入れてマラカスを作り、「いい

音がする」と言いながら鳴らす。
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ねらい 
・自分の思いを出しながら好きな遊びを十分に楽しむ。 
・保育者やクラスの友達と一緒にリズム遊びや表現遊びを楽しむ。 
・園生活に必要なことが分かり、できることを自分からしようとする。 

学

び

の

芽

生

え  

思考 
・風の冷たさや息の白さなど、冬の自然の変化を見たり、触れたりして体で感じる。
・花の開花や日差しなどから春の訪れを感じる。 

言葉 
・生活に必要な言葉が分かり、自分なりに使おうとする。 
・思ったことを友達に言ったり、相手から聞かれたことに応じて答えたりする。 
・保育者や友達と、簡単ななぞなぞや反対言葉などを楽しむ。 

創造 

・身近にある素材や材料（広告紙、小さく切ってある紙、小箱、カップなど）を、自
分なりに選び、作ることを楽しむ。 

・リズムに合わせて身近な楽器を鳴らすことを楽しむ。 
・絵本やお話のイメージを楽しみ、なりたいものになったり動いたりするなど、自 
分なりの表現を楽しむ。 

人

と

の

か

か

わ

り 

協同 
・保育者や友達のしている遊びに興味をもち、自分もかかわりながら遊ぶ。 
・一緒に遊びたい友達と同じ場で遊ぶ中で、自分なりの動きを出す。 

信頼 
・自分の思っていることやしたいことなどを言葉や動きで表しながら遊ぶ。 
・保育者に励まされながら様々なことに取り組み、できたことを喜び、大きくなった
ことを感じる。 

規範 ・生活や安全に必要な簡単なきまりが分かる。 

生

活

習

慣 

・ 

運

動 

基本的な

生活習慣 

・身の回りの物の整理や遊びの片付けなど自分のことは自分でしようとする。 
・身の回りで必要なことを自分からしたり、できるようになったことを喜んだりする。
・やけどに気を付ける、戸外に出るときは上着を着るなど、冬の生活に必要なことを
知り、自分からやってみようとする。 

運動 

・寒くても戸外に出て、保育者やみんなと一緒に簡単なルールに沿って体を動かして
遊ぶことを楽しむ。 

・散歩を通して、坂道や歩きにくい所もしっかりと最後まで歩く。 
・戸外で遊んだり固定遊具や巧技台を使って遊んだりすることを通して、いろいろな
体の動きを楽しむ。 

＜指導例＞ 

◇ 片付けの後は、どんな楽しいこと

があるのかな 

自分なりに生活の見通しをもつ。 

つながってみよう、繰り返しやってみよう 
「大きなかぶ」や「手ぶくろ」といった、繰り返し
のあるストーリーの中で自分なりのイメージを膨
らませ、役になりきってつながってみたり、繰り返
しのあるセリフを言ってみたりして、友達と一緒に
楽しむ。 

＜援助のポイント＞ 

・友達との遊びを楽しんでいることを十分に受け止め、共感する。

・子供が自分から気付いてやってみようとする姿やできるようになったことを認めて、進級する気

持ちへつなげていく。

＜家庭との連携＞ 

・子供の１年間の成長を具体的に保護者と伝え合い、喜びを共感しながら進級する気持ちへつなげる。

・個人差が大きく進級に向けての不安な気持ちをもつこともあるが、今できることを十分に認め、

成長を見守ってもらうようにする。

３歳児 Ⅴ期（１月～３月） 
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３歳児 ３月 

◆ 片付けや身支度の順番を、分かりやすく絵や写真で表示しておく。

◆ 「すてきなおしらせ」（片付け後の予定）を絵で表示し、片付け後に楽しいことがあることを示

しておく。

◆ 棚やかごに目印を付けたり、整理しやすく仕切ったりして、子供が片付けやすいようにする。 

◆ ３歳児なりの見通しをもつ機会にする 

片付ける場所や順番を絵や写真で示すなど、分かりやすく表示し、関心をもった子供が自分なり

に見通しをもって取り組む機会にする。また、次の活動を示すことで楽しみにして行動する経験に

つなげる。 

◆ 生活習慣を確かめ、進級する喜びにつなげる 

表示を活用して、生活習慣が身に付いているかどうかを子供とともに確かめる。保育者は子供が

自分で最後までやってみようとする姿を十分に受け止め、その子供の状況に応じて手助けをした

り、見守ったりして、できた喜びを味わえるようにする。すすんで行動する姿や最後まで行おうと

する姿を成長として認め、一緒に喜び、進級することへの期待につなげていく。

自分なりに生活の見通しをもつ

●最後まで自分でできたこ

とに満足感をもつ。

▲着替えや手洗い、うがいな

どを自分で行おうとする。 

★学びの芽生え ●人とのかかわり ▲健康・体力 

★片付ける場所の表示を確

認し、物と場を対応させて

片付ける。

★表示に描いてある絵から、

次の行動を感じ取る。

●▲保育者や友達と一緒に

片付けようとする。

★●次の活動を楽しみにし、

今やる必要のあることを

自分から行う。

「片付けの後は、どんな楽しいことがあるのかな」

環境の構成 

子供の姿 

経験している内容

援助のポイント 

「片付けたら楽しいことをしようね」と保育者が声を掛け、片付け始める。片付けようとして

同じ遊具を友達と取り合ったり、慌てるあまり友達とぶつかってしまったりすることもある。一

方で、なかなか片付けに気持ちが向かない子供もいる。「これ、何だろうねぇ」と、保育者は遊具

の片付け場所や片付けの順番の示してあるカードに気付かせる。「あ、ここにしまうんだよ」「知

ってるよ」「次は積木を片付けるんだよ」などと言いながら、それぞれが気付いた物を片付ける。

「自分でどんどんできるんだね」と認めながら、保育者も一緒に片付けていく。「片付けが終わっ

たら、今日は何があるのかな」と保育者がつぶやくと、表示に気付いた子供が「劇ごっこだ」「や

った」と言って、最後まで片付ける。「片付けたら、手洗いうがい」と水道に向かう。

 「汚れたから着替えるね」と自分から着替えを始める子供がいる。「一人でできたよ」と保育者

に伝えている友達の様子を見て、Ｋ児は最後まで自分一人で着がえようとする。「Ｋちゃんも、一

人で最後までできたね」と保育者に言われ、Ｋ児は「だってもうすぐお兄さん組だもん」とにっ

こり笑う。
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